
幼稚園、小・中学校、高等学校でも個に応じた指導が求められている今、
特別支援教育について学んでみませんか？

幼稚園、小・中学校、高等学校でも個に応じた指導が求められている今、
特別支援教育について学んでみませんか？

「県議会高校出前講座」～高校生が県議会議員に政策提案！～「県議会高校出前講座」～高校生が県議会議員に政策提案！～

～キャリア教育・国際理解教育の推進、異業種・異校種交流に～
「日中青年代表交流2019」の参加者募集！

記事訂正の
お知らせ

（210号３面）

参加者募集中 !!参加者募集中 !!

（4）Eジャーナルしずおか 令和元年（2019年）5月8日（水曜日）　　　第211号

　県議会では、18 歳選挙権への移行を踏まえ、若者の政治への関心を高め、県議会を身近に感じてもらうため、県議会議員が高校に出向いて生徒と
意見交換を行う「県議会高校出前講座」を実施しています。平成 30 年度は県立学校５校、私立学校２校の計７校で実施しました。「静岡県をどのよ
うな県にしたいか」などのテーマや身近な話題などについて、生徒たち６～10人のグループに県議会議員が一人ずつ加わり、盛んな意見交換が行われ、
実施校からは好評をいただきました。授業やＬＨＲなどを利用して、実施についてぜひご検討ください。
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　出前講座実施後のアンケートで
は、多くの生徒が、「議会や議員を
身近に感じることができた」と答え
ています。
【生徒からの感想】
・議員に自分の意見をしっかり言え

てよかった。
・生徒一人一人が会話に参加してと

ても充実した話し合いができた。
・議員から、自分では思いつかない

ような考えを聞くことができ、と
ても参考になった。

県教育委員会では、中国浙江省と青年の相互交流事業を行っていま
す。多様な経験（中国企業や学校の視察、ホームステイ等）を通じて、
自分の世界観や交友関係を広げてみませんか。
□概　　要

□対　　象 中国との交流に関心のある、県内在住または通勤・通学
 している20代～ 40代までの方
□定　　員 30人
□費　　用 15万円（教職員の方は、上限７万５千円の助成を受けられます。）
□申込締切 2019年６月５日（水）
□申　　込 社会教育課 　     054（221）3312

自然生活体験活動
雄大な自然に囲まれた県立青少年教育施設に宿泊し、仲間と共に様々な自然生
活体験活動に参加してみませんか。
□募 集 期 間　2019年4月15日（月）～5月31日（金）必着
□資 料 配 布　各学校、社会教育課（HP→静岡県 自然生活体験事業で検索）

□対 　 　 　 象　小・中学生　
□費 　 　 　 用　約２～４万円（対象、費用は施設によって異なります）
□申 　 　 　 込　申込書を各施設へ郵送してください。（抽選）　
□問い合わせ先　社会教育課 　     054（221）3305　     054（221）3362

県議会ホームページでは出前講座の様子を動画で紹介していますのでぜひご覧ください。
また、今年度の実施校募集については、お気軽に下記までお問合せください。
議会事務局政策調査課   　    054-221-2564
         gikai_chousa@pref.shizuoka.lg.jp  　　  https://www.pref.shizuoka.jp/gikai/osirase/topics/koukoudemae.html

今年度は、
４つの研修を
リニューアル

本交流に参加した県所管公立学校教員は、中堅教諭等資質向上研修の 
「社会体験研修｣ を実施したものとみなされます。

充実の研修ラインナップで、特別支援の指導のヒントがきっと見付かります！！ 【特別支援課】

発達障害を含む各障害種に対応した講義・演習を用意。
研修したい障害種のグループで学べます !!

子どもの実態を捉え、課題を抽出する過程を学びます。
幼小中高の先生方にもお勧めの内容です！！

みんなが「分かる！！」、みんなが「できる！！」生活づくり、授
業づくりの手掛かりがきっと見つかります！！

知的と準ずる教育課程の２コースを設定。新学習指導要領に対応した内
容です。もちろん特別支援学級の先生方にもお勧めです !!

通常学級における発達障害の理解と支援
発達障害のある子どもの特性の理解とその支援につい
て具体的な方法を学べます !!

領域・教科を合わせた指導　基礎基本
「各教科等を合わせた指導ってどうしたらいいの？」という疑
問に応えます！！

総合教育センター
Angle

交　　流
 浙江省交流（浙江省、上海市を訪問）８月７日～14日

 静岡県交流（県内で浙江省の青年を受入）11月を予定
セミナー 第１回（６月29日(土)）～12月の土曜日、計４回

New!New!

New!New!

New!New!

New!New!

自立活動の指導の実際　基礎基本

ユニバーサルデザインの考え方を生かした授業

子供のアセスメントと個別の指導計画

特別支援学校における教科指導　基礎基本

Eジャーナルしずおかは46,000部発行　市町教委等のご協力により、静岡県の全ての公立学校等教職員
一人一人に配布されています。  図書館や公民館等にも配架され、どなたでもご覧いただけます。

次回（第212号）の発行は、6月5日（水曜日）です。 

活動名称
朝霧高原サマー
キャンプ

8月5日（月）～
13日（火）

県立朝霧野外活動センター　☎0544（52）0321
〒418-0101　富士宮市根原142人

チャレンジスクール
2019夏

8月6日（火）～
11日（日）

県立焼津青少年の家　☎054（624）4675
〒425-0041　焼津市石津2259-408

70人
程度

冒険王国in観音山 8月6日（火）～
10日（土）

県立観音山少年自然の家　☎053（545）0111
〒431-2201　浜松市北区引佐町東久留女木字観音山80人

浜名湖いきいき
発見の里

8月7日（水）～
12日（月・祝）

県立三ケ日青年の家　☎053（526）7156
〒431-1402　浜松市北区三ヶ日町都筑523-180人

開催日 定員 会場・申込・問い合わせ

〔6月26日㈬〕

〔8月6日㈫〕

〔7月24日㈬〕

〔8月23日㈮〕

〔8月21日㈬〕

〔8月27日㈫〕

メール HP
TEL

TEL FAX

TEL

211EジャーナルEジャーナルしずおか

教職員の主体的取組・
校長のリーダーシップによる組織的改善

Point

Point

静岡県の学校を夢いっぱいの学校にするために静岡県の学校を夢いっぱいの学校にするために

～「学校における業務改革プラン」に基づく取り組みの推進について～～「学校における業務改革プラン」に基づく取り組みの推進について～
身近なところから皆で業務改善を進めてみましょう！身近なところから皆で業務改善を進めてみましょう！

学校の業務改善の推進イメージ学校の業務改善の推進イメージ

一人一人が業務改善を進める上でのポイントは？一人一人が業務改善を進める上でのポイントは？

校内での協議は、どのような内容で行えば良いの？校内での協議は、どのような内容で行えば良いの？

教育委員会も共に取り組みます！教育委員会も共に取り組みます！

（1） Eジャーナルしずおか

自立し、互いに関わり合いながら、よりよい社会づくりに参画し行動する「有徳の人」の育成を目指して

静岡県教育委員会
教育広報紙

令和元年（2019年）

第211号

5月8日
水曜日

発行・編集  教育政策課  〒420-8601 静岡市葵区追手町9番6号  TEL 054-221-3674  FAX 054-221-3561   E-mail  kyoui_seisaku@pref.shizuoka.lg.jp

令和元年（2019年）5月8日（水曜日）　　　第211号

　静岡県の学校を夢いっぱいの学校にするためには、毎日、児童生徒と向き合う教職員の皆さんが心身ともに元気で、魅力あふれる存在であるこ
とが重要です。そこで、教職員の皆さんが児童生徒と向き合う時間を確保し、心身の健康を保持増進していくことを目指して、「学校における業務
改革プラン」を策定しました。

　学校における業務改善は、一人一人の教職員と、組織として
の学校、それを支援する教育委員会が一丸となり、地域・家庭、
関係機関等とも連携・協働しながら進めていくことが大切です！

　「児童生徒のため」「教職員自身のため」になる働き方や就業
環境について皆で一緒に考えていきましょう。

　教職員は、学校の実情や課題等を踏まえ、皆で議論を行いな
がら身近なところから改善を進めます。

　校長は、教職員の業務改善提案等を受け、自らのリーダーシッ
プに基づく組織的な改善を進めます。

　教育委員会は、各学校や教職員自身が行う学校の業務改善を
支援するさまざまな取り組みを行います。

☆日々の多忙な業務の中で、現状を一度に改善することはできません。
　身の回りの小さな取り組みを積み重ね、大きな改善へとつなげていきましょう！
☆取り組みを進めるに当たっては、業務改善提案等について、校内で管理職と
　協議する場を設けるなど、皆で話し合い、納得した上で進めていきましょう！

校内での協議の内容や進め方についても、各学校の実情や課題等を踏まえ、皆で話し合って決めていきましょう！
なお、協議内容の例としては、次のようなものが考えられます。

（参考：協議内容例）
●学校における業務改善の目的を考えてみましょう。
　・児童生徒と向き合う時間を生み出し「教育の質の向上」につながる
　・自己研鑽の時間や心身の健康をキープするための余裕の確保につながる　など
●あなたの学校での業務で、削減や縮小、簡略化できるものは何でしょうか。
●学校の業務改善に関するチェックシートを使って自身の取り組みを振り返ってみましょう。

学校の業務改善に向けて、教育委員会でも、学校で業務改善を進める皆さんからの声をしっかりと聴
いて、必要な取り組みを推進していくとともに、教職員の役割や勤務環境の現状を地域・保護者の
方々や国等の関係機関に伝え、学校の負担を軽減するバッファ（緩衝）となる役目を担っていきます。
■人的資源の配置・活用
○教職員定数の改善等の必要な条件整備に係る国への働きかけ
○スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、部活動支援のための指導者、ＩＣＴ支援員等
　外部人材の配置
■教職員の働き方の見直し
○心の健康づくり計画等に基づくキャリアステージ別健康教育の実施
○医師・保健師等の派遣による学校の健康づくりに関する取り組みの支援
■地域・家庭、関係機関等との連携・協働
○コミュニティ・スクールの導入に向けた支援
○地域学校協働活動の推進（地域コーディネーターの配置等）による地域と学校の連携・協働への支援

学校における業務改革プラン、保護者向けリーフレットは静岡県のホームページからダウンロードできます。

教職員 学校（校長）

身の回りの
業務改善

学校レベルの
組織的改善

国・関係機関と学校間の連絡・調整
学校の業務改善の支援

地域・家庭

県教育委員会（市町教育委員会）

国（文部科学省等） 関係機関

円卓型ホワイトボードを活用した教職員同士の協議の様子

（プラン25ページに掲載）

【教育政策課】検索静岡県　業務改革プラン
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個別指導の様子

制作した教本・DVD

通級指導支援委員会での
検証や専門的助言の様子

～あなたの言葉で世界と話そう！ 静岡を紹介するリーフレットを作りました～～あなたの言葉で世界と話そう！ 静岡を紹介するリーフレットを作りました～
Hello World! Welcome to Shizuoka!Hello World! Welcome to Shizuoka!

～子ども向けのラグビー教本を作りました～～子ども向けのラグビー教本を作りました～
開幕迫るラグビーワールドカップ2019！開幕迫るラグビーワールドカップ2019！

（3） Eジャーナルしずおか 令和元年（2019年）5月8日（水曜日）　　　第211号

　オリンピック・パラリンピックなどの大きな国際的イベントの開催により、海外から多くの外国人が静岡県を訪れることが予想されます。
この機会に、静岡の素敵なところをオススメしながら、英語でコミュニケーションしてみませんか？
　でも、「何を話せばいいのかな？」「英語で何て言うのかな？」・・・そんな子どもたちの勇気を後押しする、静岡の名所等を紹介するリーフレット

「Hello World! Welcome to Shizuoka ! 」を作成しました。会話を始めるコミュニケーションツールとして、さまざまな場面でご利用ください。

　外国の方がどこから来たのか、世界地図に色を塗ったり、その
国の言葉を書いてもらったり。使い方は子どもたち次第です。隣
の日本地図を使えば、これからどこを訪れるのか、さらに会話は
弾むでしょう。

地域に
お住いの
外国の方と
世間話で

外国の方との
交流イベントで

修学旅行で、
外国人観光客と
コミュニケーション

【高校教育課】【文化・観光部　ラグビーワールドカップ2019推進課】

【教育政策課】

広げると大きな世界地図

3つのポイントを紹介!!

ポイント

1
ポイント

1

　静岡県の地図を中央に、県内の主な名所が日本語と英語で書かれていま
す。英語のページを外国の方に渡すのもよし、英語と日本語を読み比べて自
分の英語の勉強にするのもよし。「あなたのオススメ」欄を使えば、世界で一
つのオリジナルリーフレットを作ることができます。

　2019年９月20日から11月２日まで、アジアで初となるラグビーワールド
カップが開催されます。全国12都市で試合が行われ、静岡県の小笠山総合運
動公園エコパスタジアムでも、日本代表戦を含む４試合が行われます。
　県では、大会の開催に向けて、子どもたちのラグビーへの理解と関心を高
めるとともに、「One for All, All for One」等のラグビー精神を子どもたち
が学び、人間としての成長につなげることを目的として、ラグビーに関する教
本を制作しました。
　ラグビーというスポーツが大切にしている自主性、多様性、思いやりの心
は、子どもたちが日々の生活を送るうえでも非常に重要なことです。ぜひ教
本を御活用ください。

高校における「通級による指導」高校における「通級による指導」
高等学校における「通級による指導」とは？
　学校教育法施行規則の一部改正により、平成 30 年度から高等学校において、
大部分の授業を通常の学級で受けながら、一部の授業について障害に応じた特
別の指導を特別な場で受ける指導形態を実施できるようになりました。
　小・中学校等からの学びの連続性を一層確保しながら、生徒一人一人の教
育的ニーズに即した適切な指導（特別支援学校における「自立活動」領域に相当
する指導）を設定し、個々の障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服
することを目的としています。
　県教育委員会では、今後、各校が必要に応じて「通級による指導」を実施でき
る体制の整備を目指しています。
◆対象生徒◆
　自閉症、学習障害、注意欠陥多動性障害等（障害の有無がはっきりしない場合
を含む。）、自立活動が必要な生徒であると校長が認めた者とします。
◆指導形態◆
①自校通級

　専門的スキルを持つ講師が教員とともにティーム・ティーチングによる指導を
行います。平成30年度から静岡中央高校（通）で実施しています。

②他校通級
　生徒が他校の通級に通い、指導を受けます。本県では今のところ実施する
予定はありません。

③巡回指導による通級
　学校からの要請に従い、専門的スキルを持つ講師が学校を定期的に訪問し、
放課後等の時間帯に学校の担当教員とともにティーム･ティーチングによる指
導を行います。今年度から東中西の 3 地区において実施する予定です。

第１章
ラグビーが大切にする５つのこと
・ラグビー憲章に掲げられる５つの言葉
「品位」「情熱」「結束」「規律」「尊重」

第2章
ラグビーを楽しむためのルールの基本
・ラグビーの攻め方、守り方
・基本的なプレー、得点方法
・競技場

第3章
チーム15人の役割（ポジション）
・ポジションごとの役割
・キャプテンとメンバーの役割
・いろいろなラグビー

第４章
ラグビーワールドカップ™を知ろう！
・ラグビーワールドカップの歴史
・日本大会の出場国
・静岡県での対戦チーム・見どころ

★教本と同時にお送りしている「教本・DVD活用のてびき」を参考に、各学校
の実情に合わせ、総合的な学習の時間、保健体育、参観日、学校行事、朝・昼・
放課後の時間（裁量の時間枠）などで活用してください。

★教本の内容を、より分かりやすく、かつ印象的に教えるための映像教材の
活用も効果的です。

県内の全小中学校及び義務教育学校に
順次配布中
（部数：小学５年生及び中学１年生の
児童・生徒数+学校用）

日英表記で名所を紹介ポイント

2
ポイント

2

　静岡の有名な食べ物などのミニ情報も載せており、読み物と
しても楽しめます。キーワードのみ英語にしているので、情報を
さらに調べたり、英語にしてみたり。食の好みは人それぞれ。
ぜひソウルフードを紹介してコミュニケーションを取りましょう。

まずは話してみることが、コミュニケーションの第一歩。うまく話せなくても、リーフレットを見せて、
身振り手振りを交えながら、さまざまな方との交流のきっかけになるようご活用ください。

静岡県教育委員会HPからダウンロードできます。
（https://www.pref.shizuoka.jp/kyouiku/helloworld.html)
８ページ版と４ページ版（簡略版）があります。

食などのオススメ情報もポイント

3
ポイント

3

〈組合員を対象としたメンタルヘルス相談窓口〉 ○公立学校共済組合　教職員電話健康相談24、Web相談等　詳しくはホームページ(組合員専用ページ)をご覧ください。
 ○静岡県教職員互助組合相談センター　火～金曜日（午後１時から５時まで）　　0120(034)054　問 福利課　　054（221）3181
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（2）Eジャーナルしずおか

自立し、互いに関わり合いながら、よりよい社会づくりに参画し行動する「有徳の人」の育成を目指して
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　単
学
級
で
あ
る
本
校
の

子
ど
も
た
ち
は
、
互
い
に
気

心
が
知
れ
て
い
ま
す
。反
面
、

人
間
関
係
が
固
定
化
し
、
建

設
的
に
意
見
を
交
わ
し
て
物

事
が
決
め
ら
れ
な
い
と
き
が

あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
か
、
一

昨
年
度
担
任
し
た
６
年
生

は
、「
自
分
た
ち
は
話
し
合
っ

て
一
つ
の
結
論
を
導
き
出
す

の
が
苦
手
だ
」と
思
っ
て
い
る

子
が
多
く
い
ま
し
た
。中
学

校
か
ら
赴
任
し
た
直
後
だ
っ

た
私
は
、
中
学
校
３
年
間
も

見
据
え
、
周
り
の
意
見
を
尊

重
し
、協
働
し
な
が
ら
思
考
・

判
断
・
表
現
を
す
る
力
を
付

け
た
い
と
考
え
、
さ
ま
ざ
ま

な
実
践
を
行
い
ま
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
の
他
者
と

協
働
す
る
力
を
伸
ば
す
に

は
、
授
業
で
の
達
成
感
や
充

実
感
を
十
分
に
得
ら
れ
る

効
果
的
な
交
流
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
児
童
の
実
態
か
ら

単
元
を
構
想
し
、
ね
ら
い
に

即
し
た
交
流
活
動
を
設
定

す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。

ま
た
、
授
業
を
あ
る
程
度
パ

タ
ー
ン
化
し
た
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
効
果
的
に
活
用
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
授
業
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

を
図
り
、
交
流
の
時
間
を
確

保
し
ま
し
た
。

　体
育
の
マ
ッ
ト
運
動
で
は
、

知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法

を
用
い
て
、
５
人
班
で
集
団

演
技
の
構
成
を
考
え
ま
し
た
。

「
合
わ
せ
る
」「
ず
ら
す
」「
止

ま
る
」
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
テ
ー
マ
を
示
し
た
資

料
を
も
と
に
動
き
を
考
え
、

そ
れ
ら
を
持
ち
寄
っ
て
演
技

を
完
成
さ
せ
ま
す
。そ
の
際
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
で
録
画
し

す
ぐ
に
検
討
を
行
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。す
る
と
、ど
の

子
も
進
ん
で
話
し
合
い
に
参

加
し
、
実
際
に
動
い
て
動
き

を
確
か
め
た
り
、
再
び
頭
を

寄
せ
合
っ
て
考
え
た
り
し
て
、

一
つ
の
演
技
を
作
り
上
げ
て

い
き
ま
し
た
。

　授
業
後
の
振
り
返
り
に

は
「
マ
ッ
ト
運
動
を
す
る
前

は
、
嫌
だ
な
と
思
っ
て
い
た

け
ど
、
発
表
会
に
向
け
て
み

ん
な
で
助
け
合
い
な
が
ら
演

技
を
し
た
の
で
、
マ
ッ
ト
運

動
が
と
て
も
楽
し
く
な
り
ま

し
た
」
と
い
っ
た
肯
定
的
な

意
見
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　　社
会
科
の
政
治
の
学
習
で

は
、ま
ず
、自
分
の
住
ん
で
い

る
地
区
の
課
題
を
調
べ
る
た

め
、
様
々
な
年
代
の
人
に
聞

き
、
そ
の
結
果
を
Ｋ
Ｊ
法
で

分
類
し
ま
し
た
。次
に
、
そ
の

解
決
に
向
け
て
、
政
治
の
仕

組
み
を
調
べ
、
区
長
さ
ん
や

市
役
所
の
方
の
話
を
聞
き
ま

し
た
。そ
れ
か
ら
、「
土
方
地

区
で
最
優
先
に
解
決
す
べ
き

課
題
」
を
個
人
で
考
え
た
後
、

班
で
一
つ
に
絞
り
ま
し
た
。そ

の
上
で
、
そ
れ
を
解
決
す
る

手
立
て
を
考
え
、
班
の
提
案

と
し
て
短
冊
と
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
に
ま
と
め
、
代
表
提

案
を
決
め
る
討
論
を
し
ま
し

た
。そ
の
様
子
を
区
長
さ
ん

に
見
て
い
た
だ
き
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
っ
た
後
、も
う
一

度
個
人
で
最
優
先
に
解
決
す

べ
き
課
題
を
考
え
ま
し
た
。

　単
元
の
終
わ
り
に
は
、「
こ

れ
か
ら
は
、
ち
ゃ
ん
と
み
ん

な
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
か

を
考
え
て
か
ら
、
物
事
を
決

め
よ
う
と
思
っ
た
」「
実
現
し

て
ほ
し
い
願
い
は
い
く
ら
で

も
あ
る
。だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
視
点
か
ら
見
て
、
実
現
さ

れ
る
の
だ
な
と
改
め
て
感
じ

た
」
と
い
う
意
見
が
見
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
見
方
・
考
え

方
が
ぐ
っ
と
多
面
的
・
多
角

的
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　１
年
が
終
わ
り
を
迎
え
る

頃
、子
ど
も
た
ち
に「
自
分
た

ち
で
協
力
し
て
物
事
が
決
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思

う
人
は
手
を
挙
げ
て
」
と
聞

い
て
み
ま
し
た
。す
る
と
、
全

員
が
自
信
を
持
っ
て
手
を
挙

げ
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
、
目
の
前

の
子
ど
も
た
ち
の
実
態
か
ら

出
発
し
、小
、中
学
校
の
９
年

間
の
育
ち
を
意
識
し
た
実
践

を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　城
北
小
学
校
は
全
校
児

童
６
４
７
名
、
欠
席
率
は

1.0
％
未
満
で
欠
席
者
の
少

な
い
学
校
で
す
。子
ど
も
た

ち
は
、
朝
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
１

日
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。昼
休
み
に
は
校
長
室
で

か
が
や
き
賞
の
表
彰
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
日
常
の

か
が
や
き
を
認
め
励
ま
す
教

育
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
に
と
っ
て
安
全

安
心
な
学
校
で
あ
る
た
め

に
、
教
職
員
が
け
が
や
病
気

に
対
処
す
る
力
を
高
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。平
成
21

年
度
か
ら
小
笠
地
区
養
護

教
諭
研
究
会
で
取
り
組
ん

だ
、
危
機
管
理
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
研
修
を
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。本
校

で
は
、
掛
川
消
防
署
と
連
携

し
て
、
事
前
に
想
定
場
面
や

シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
協
議

し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

後
に
署
員
の
方
々
か
ら
ご

指
導
を
い
た
だ
く
形
を

と
っ
て
い
ま
す
。

　研
修
後
、
教
職
員
は
「
担

架
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
あ
る
場
所

を
確
認
し
な
く
て
は
い
け

な
い
」「
学
級
担
任
と
し
て

現
場
か
ら
ど
の
よ
う
に
連

絡
す
る
か
考
え
な
く
て
は

い
け
な
い
」
と
い
う
感
想
を

持
ち
、
実
践
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

　欠
席
率
か
ら
み
る
と
元

気
に
登
校
で
き
て
い
る
子

ど
も
た
ち
で
す
が
、
そ
の
一

方
で
不
登
校
傾
向
や
生
活

リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
い
る
子

ど
も
が
い
ま
す
。養
護
教
諭

は
、
保
健
室
を
訪
れ
る
子
ど

も
が
ど
ん
な
心
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ

の
子
ど
も
を
ど
の
よ
う
に

教
室
に
つ
な
げ
て
い
く
か

を
、
子
ど
も
に
声
を
か
け
、

関
わ
り
、
寄
り
添
い
考
え
て

い
ま
す
。始
め
の
う
ち
は
、

何
も
話
さ
な
か
っ
た
り
、

「
大
丈
夫
で
す
」
と
言
う
だ

け
だ
っ
た
り
す
る
子
ど
も

が
、「
と
て
も
言
い
に
く
い

こ
と
だ
け
ど
」「
ね
え
、
先

生
」
と
段
々
と
胸
の
内
を
話

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、

対
話
が
始
ま
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　心
の
問
題
の
早
期
発
見

の
た
め
に
、
朝
の
校
内
巡
視

を
始
業
前
に
行
い
、
登
校
を

渋
る
児
童
や
保
護
者
の
対

応
に
当
た
り
、
教
室
に
向
か

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支

援
を
し
て
い
ま
す
。朝
の
健

康
観
察
カ
ー
ド
の
集
約
を

級
外
職
員
が
分
担
し
て

行
っ
て
い
る
こ
と
が
、
体
や

心
の
問
題
を
校
内
で
共
通

理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　け
が
や
病
気
に
対
処
す

る
こ
と
と
同
様
に
、
小
笠
地

区
保
健
研
究
部
で
は
、
心
の

問
題
へ
の
気
付
き
と
組
織
に

つ
な
ぐ
支
援
に
つ
い
て
学
ぶ

機
会
を
作
り
ま
し
た
。保
健

室
と
教
室
で
の
子
ど
も
た
ち

の
表
れ
の
両
面
を
知
り
、
養

護
教
諭
の
気
付
き
を
生
か

し
、
教
室
へ
つ
な
ぐ
保
健
室

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　毎
月
19
日
の
健
康
食
育

の
日
に
、
早
寝
早
起
き
朝
ご

は
ん
で
授
業
に
集
中
す
る
こ

と
を
目
標
に
、
元
気
カ
ー
ド

に
よ
り
就
寝
時
刻
や
朝
ご

は
ん
の
振
り
返
り
を
し
て
い

ま
す
。早
寝
早
起
き
朝
ご
は

ん
が
、
文
部
科
学
省
の
学
力

向
上
の
施
策
で
あ
る
こ
と
を

受
け
て
、
校
内
に
そ
の
習
慣

が
広
が
る
よ
う
に
体
つ
く
り

部
で
提
案
し
ま
し
た
。ス

タ
ー
ト
の
４
月
に
は
、
気
持

ち
の
良
い
朝
の
目
覚
め
の
た

め
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
こ

と
を
話
し
合
う
機
会
を
作

り
、
生
活
リ
ズ
ム
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　心
の
健
康
は
、
体
の
健
康

と
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。早

寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
で
生
活

リ
ズ
ム
を
整
え
て
健
全
な
脳

の
発
達
を
促
し
、
授
業
に
集

中
し
学
力
体
力
増
進
の
基

盤
と
な
っ
て
い
く
よ
う
に
元

気
カ
ー
ド
を
通
じ
て
、
子
ど

も
た
ち
や
家
庭
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
題
解
決
の
た
め
に
、

他
者
と
協
働
す
る
児
童
の

育
成
を
目
指
し
て

掛
川
市
立
土
方
小
学
校

　
教
諭

　太田 

浩
徳

実践NOTE実践NOTE 419

子
ど
も
た
ち
の

か
が
や
き
の
た
め
に

〜
養
護
教
諭
の
取
り
組
み
〜

掛
川
市
立
城
北
小
学
校

　
養
護
教
諭

　桐下 

直
子

実践NOTE実践NOTE 420

授業中の筆者

何度も何度も演技構成を練り直す他班の提案をランキングするためにも合意が必要

区長さんの話からさらに見方が広がる

仲
が
良
い
か
ら
こ
そ

協
働
の
学
び
を

仕
掛
け
る
た
め
に

合
意
形
成
す
る

体
験
を
増
や
す

多
様
な
意
見
か
ら
選
択・

判
断
す
る
機
会
を
増
や
す

お
わ
り
に

教
職
員
が
、け
が
や

病
気
に
対
処
す
る
力
を

高
め
る
危
機
管
理

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
修

早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん

で
授
業
に
集
中

消防署と連携したシミュレーション研修

保健室で過ごす子どもが作った桜の掲示

4年保健学習「育ちゆく体とわたし」早寝早起き朝ごはんをふりかえる元気カード

教
職
員
と
連
携
し

教
室
へ
つ
な
ぐ
保
健
室

速
度
超
過
も

懲
戒

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

だ
よ
り

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

だ
よ
り

　皆
さ
ん
は「
交
通
三
悪
」

を
ご
存
知
で
す
か
。三
悪
と

は
、重
大
な
事
故
に
つ
な
が

る
危
険
の
高
い
「
飲
酒
運

転
・
無
免
許
運
転
・
著
し

い
速
度
超
過
」の
３
つ
を
言

い
、こ
れ
ら
は
自
ら
の
意
思

で
必
ず
防
止
で
き
る
も
の

で
す
。

　飲
酒
運
転
と
無
免
許
運

転
は
、各
所
属
で
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
い
、意
識

も
高
ま
っ
て
い
る
と
は
思

い
ま
す
が
、「
著
し
い
速
度

超
過
」に
つ
い
て
の
意
識
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。著
し
い

速
度
超
過
と
は
一
般
道
で

は
30
キ
ロ
以
上（
高
速
で
は

40
キ
ロ
以
上
）の
速
度
超
過

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　県
教
育
委
員
会
で
は
、

あ
お
り
運
転
や
危
険
運
転

が
社
会
問
題
化
す
る
昨

今
、交
通
マ
ナ
ー
に
対
す
る

世
間
の
厳
し
い
目
を
踏
ま

え
、本
年
度
か
ら
著
し
い
速

度
超
過
を
行
っ
た
教
職
員

に
対
し
て
は
、原
則
と
し
て

「
戒
告
」
以
上
の
懲
戒
処
分

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
昨
年
度
末
に
も
各
所
属

に
連
絡
済
み
で
す
。）

　ぜ
ひ
、
自

分
の
心
で

し
っ
か
り
と

ブ
レ
ー
キ
を

か
け
て
く
だ

さ
い
。

【
教
育
総
務
課
】

vol.17

５月31日は「世界禁煙デー」です。たばこの煙にさらされることのない社会を目指した対策が進められています。禁煙外来で禁煙に成功した人も増えています。
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個別指導の様子

制作した教本・DVD

通級指導支援委員会での
検証や専門的助言の様子

～あなたの言葉で世界と話そう！ 静岡を紹介するリーフレットを作りました～～あなたの言葉で世界と話そう！ 静岡を紹介するリーフレットを作りました～
Hello World! Welcome to Shizuoka!Hello World! Welcome to Shizuoka!

～子ども向けのラグビー教本を作りました～～子ども向けのラグビー教本を作りました～
開幕迫るラグビーワールドカップ2019！開幕迫るラグビーワールドカップ2019！

（3） Eジャーナルしずおか 令和元年（2019年）5月8日（水曜日）　　　第211号

　オリンピック・パラリンピックなどの大きな国際的イベントの開催により、海外から多くの外国人が静岡県を訪れることが予想されます。
この機会に、静岡の素敵なところをオススメしながら、英語でコミュニケーションしてみませんか？
　でも、「何を話せばいいのかな？」「英語で何て言うのかな？」・・・そんな子どもたちの勇気を後押しする、静岡の名所等を紹介するリーフレット

「Hello World! Welcome to Shizuoka ! 」を作成しました。会話を始めるコミュニケーションツールとして、さまざまな場面でご利用ください。

　外国の方がどこから来たのか、世界地図に色を塗ったり、その
国の言葉を書いてもらったり。使い方は子どもたち次第です。隣
の日本地図を使えば、これからどこを訪れるのか、さらに会話は
弾むでしょう。

地域に
お住いの
外国の方と
世間話で

外国の方との
交流イベントで

修学旅行で、
外国人観光客と
コミュニケーション

【高校教育課】【文化・観光部　ラグビーワールドカップ2019推進課】

【教育政策課】

広げると大きな世界地図

3つのポイントを紹介!!

ポイント

1
ポイント

1

　静岡県の地図を中央に、県内の主な名所が日本語と英語で書かれていま
す。英語のページを外国の方に渡すのもよし、英語と日本語を読み比べて自
分の英語の勉強にするのもよし。「あなたのオススメ」欄を使えば、世界で一
つのオリジナルリーフレットを作ることができます。

　2019年９月20日から11月２日まで、アジアで初となるラグビーワールド
カップが開催されます。全国12都市で試合が行われ、静岡県の小笠山総合運
動公園エコパスタジアムでも、日本代表戦を含む４試合が行われます。
　県では、大会の開催に向けて、子どもたちのラグビーへの理解と関心を高
めるとともに、「One for All, All for One」等のラグビー精神を子どもたち
が学び、人間としての成長につなげることを目的として、ラグビーに関する教
本を制作しました。
　ラグビーというスポーツが大切にしている自主性、多様性、思いやりの心
は、子どもたちが日々の生活を送るうえでも非常に重要なことです。ぜひ教
本を御活用ください。

高校における「通級による指導」高校における「通級による指導」
高等学校における「通級による指導」とは？
　学校教育法施行規則の一部改正により、平成 30 年度から高等学校において、
大部分の授業を通常の学級で受けながら、一部の授業について障害に応じた特
別の指導を特別な場で受ける指導形態を実施できるようになりました。
　小・中学校等からの学びの連続性を一層確保しながら、生徒一人一人の教
育的ニーズに即した適切な指導（特別支援学校における「自立活動」領域に相当
する指導）を設定し、個々の障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服
することを目的としています。
　県教育委員会では、今後、各校が必要に応じて「通級による指導」を実施でき
る体制の整備を目指しています。
◆対象生徒◆
　自閉症、学習障害、注意欠陥多動性障害等（障害の有無がはっきりしない場合
を含む。）、自立活動が必要な生徒であると校長が認めた者とします。
◆指導形態◆
①自校通級

　専門的スキルを持つ講師が教員とともにティーム・ティーチングによる指導を
行います。平成30年度から静岡中央高校（通）で実施しています。

②他校通級
　生徒が他校の通級に通い、指導を受けます。本県では今のところ実施する
予定はありません。

③巡回指導による通級
　学校からの要請に従い、専門的スキルを持つ講師が学校を定期的に訪問し、
放課後等の時間帯に学校の担当教員とともにティーム･ティーチングによる指
導を行います。今年度から東中西の 3 地区において実施する予定です。

第１章
ラグビーが大切にする５つのこと
・ラグビー憲章に掲げられる５つの言葉
「品位」「情熱」「結束」「規律」「尊重」

第2章
ラグビーを楽しむためのルールの基本
・ラグビーの攻め方、守り方
・基本的なプレー、得点方法
・競技場

第3章
チーム15人の役割（ポジション）
・ポジションごとの役割
・キャプテンとメンバーの役割
・いろいろなラグビー

第４章
ラグビーワールドカップ™を知ろう！
・ラグビーワールドカップの歴史
・日本大会の出場国
・静岡県での対戦チーム・見どころ

★教本と同時にお送りしている「教本・DVD活用のてびき」を参考に、各学校
の実情に合わせ、総合的な学習の時間、保健体育、参観日、学校行事、朝・昼・
放課後の時間（裁量の時間枠）などで活用してください。

★教本の内容を、より分かりやすく、かつ印象的に教えるための映像教材の
活用も効果的です。

県内の全小中学校及び義務教育学校に
順次配布中
（部数：小学５年生及び中学１年生の
児童・生徒数+学校用）

日英表記で名所を紹介ポイント

2
ポイント

2

　静岡の有名な食べ物などのミニ情報も載せており、読み物と
しても楽しめます。キーワードのみ英語にしているので、情報を
さらに調べたり、英語にしてみたり。食の好みは人それぞれ。
ぜひソウルフードを紹介してコミュニケーションを取りましょう。

まずは話してみることが、コミュニケーションの第一歩。うまく話せなくても、リーフレットを見せて、
身振り手振りを交えながら、さまざまな方との交流のきっかけになるようご活用ください。

静岡県教育委員会HPからダウンロードできます。
（https://www.pref.shizuoka.jp/kyouiku/helloworld.html)
８ページ版と４ページ版（簡略版）があります。

食などのオススメ情報もポイント

3
ポイント

3

〈組合員を対象としたメンタルヘルス相談窓口〉 ○公立学校共済組合　教職員電話健康相談24、Web相談等　詳しくはホームページ(組合員専用ページ)をご覧ください。
 ○静岡県教職員互助組合相談センター　火～金曜日（午後１時から５時まで）　　0120(034)054　問 福利課　　054（221）3181

STOPSTOP

（2）Eジャーナルしずおか

自立し、互いに関わり合いながら、よりよい社会づくりに参画し行動する「有徳の人」の育成を目指して

令和元年（2019年）5月8日（水曜日）　　　第211号

　単
学
級
で
あ
る
本
校
の

子
ど
も
た
ち
は
、
互
い
に
気

心
が
知
れ
て
い
ま
す
。反
面
、

人
間
関
係
が
固
定
化
し
、
建

設
的
に
意
見
を
交
わ
し
て
物

事
が
決
め
ら
れ
な
い
と
き
が

あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
か
、
一

昨
年
度
担
任
し
た
６
年
生

は
、「
自
分
た
ち
は
話
し
合
っ

て
一
つ
の
結
論
を
導
き
出
す

の
が
苦
手
だ
」と
思
っ
て
い
る

子
が
多
く
い
ま
し
た
。中
学

校
か
ら
赴
任
し
た
直
後
だ
っ

た
私
は
、
中
学
校
３
年
間
も

見
据
え
、
周
り
の
意
見
を
尊

重
し
、協
働
し
な
が
ら
思
考
・

判
断
・
表
現
を
す
る
力
を
付

け
た
い
と
考
え
、
さ
ま
ざ
ま

な
実
践
を
行
い
ま
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
の
他
者
と

協
働
す
る
力
を
伸
ば
す
に

は
、
授
業
で
の
達
成
感
や
充

実
感
を
十
分
に
得
ら
れ
る

効
果
的
な
交
流
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
児
童
の
実
態
か
ら

単
元
を
構
想
し
、
ね
ら
い
に

即
し
た
交
流
活
動
を
設
定

す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。

ま
た
、
授
業
を
あ
る
程
度
パ

タ
ー
ン
化
し
た
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
効
果
的
に
活
用
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
授
業
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

を
図
り
、
交
流
の
時
間
を
確

保
し
ま
し
た
。

　体
育
の
マ
ッ
ト
運
動
で
は
、

知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法

を
用
い
て
、
５
人
班
で
集
団

演
技
の
構
成
を
考
え
ま
し
た
。

「
合
わ
せ
る
」「
ず
ら
す
」「
止

ま
る
」
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
テ
ー
マ
を
示
し
た
資

料
を
も
と
に
動
き
を
考
え
、

そ
れ
ら
を
持
ち
寄
っ
て
演
技

を
完
成
さ
せ
ま
す
。そ
の
際
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
で
録
画
し

す
ぐ
に
検
討
を
行
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。す
る
と
、ど
の

子
も
進
ん
で
話
し
合
い
に
参

加
し
、
実
際
に
動
い
て
動
き

を
確
か
め
た
り
、
再
び
頭
を

寄
せ
合
っ
て
考
え
た
り
し
て
、

一
つ
の
演
技
を
作
り
上
げ
て

い
き
ま
し
た
。

　授
業
後
の
振
り
返
り
に

は
「
マ
ッ
ト
運
動
を
す
る
前

は
、
嫌
だ
な
と
思
っ
て
い
た

け
ど
、
発
表
会
に
向
け
て
み

ん
な
で
助
け
合
い
な
が
ら
演

技
を
し
た
の
で
、
マ
ッ
ト
運

動
が
と
て
も
楽
し
く
な
り
ま

し
た
」
と
い
っ
た
肯
定
的
な

意
見
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　　社
会
科
の
政
治
の
学
習
で

は
、ま
ず
、自
分
の
住
ん
で
い

る
地
区
の
課
題
を
調
べ
る
た

め
、
様
々
な
年
代
の
人
に
聞

き
、
そ
の
結
果
を
Ｋ
Ｊ
法
で

分
類
し
ま
し
た
。次
に
、
そ
の

解
決
に
向
け
て
、
政
治
の
仕

組
み
を
調
べ
、
区
長
さ
ん
や

市
役
所
の
方
の
話
を
聞
き
ま

し
た
。そ
れ
か
ら
、「
土
方
地

区
で
最
優
先
に
解
決
す
べ
き

課
題
」
を
個
人
で
考
え
た
後
、

班
で
一
つ
に
絞
り
ま
し
た
。そ

の
上
で
、
そ
れ
を
解
決
す
る

手
立
て
を
考
え
、
班
の
提
案

と
し
て
短
冊
と
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
に
ま
と
め
、
代
表
提

案
を
決
め
る
討
論
を
し
ま
し

た
。そ
の
様
子
を
区
長
さ
ん

に
見
て
い
た
だ
き
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
っ
た
後
、も
う
一

度
個
人
で
最
優
先
に
解
決
す

べ
き
課
題
を
考
え
ま
し
た
。

　単
元
の
終
わ
り
に
は
、「
こ

れ
か
ら
は
、
ち
ゃ
ん
と
み
ん

な
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
か

を
考
え
て
か
ら
、
物
事
を
決

め
よ
う
と
思
っ
た
」「
実
現
し

て
ほ
し
い
願
い
は
い
く
ら
で

も
あ
る
。だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
視
点
か
ら
見
て
、
実
現
さ

れ
る
の
だ
な
と
改
め
て
感
じ

た
」
と
い
う
意
見
が
見
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
見
方
・
考
え

方
が
ぐ
っ
と
多
面
的
・
多
角

的
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　１
年
が
終
わ
り
を
迎
え
る

頃
、子
ど
も
た
ち
に「
自
分
た

ち
で
協
力
し
て
物
事
が
決
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思

う
人
は
手
を
挙
げ
て
」
と
聞

い
て
み
ま
し
た
。す
る
と
、
全

員
が
自
信
を
持
っ
て
手
を
挙

げ
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
、
目
の
前

の
子
ど
も
た
ち
の
実
態
か
ら

出
発
し
、小
、中
学
校
の
９
年

間
の
育
ち
を
意
識
し
た
実
践

を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　城
北
小
学
校
は
全
校
児

童
６
４
７
名
、
欠
席
率
は

1.0
％
未
満
で
欠
席
者
の
少

な
い
学
校
で
す
。子
ど
も
た

ち
は
、
朝
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
１

日
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。昼
休
み
に
は
校
長
室
で

か
が
や
き
賞
の
表
彰
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
日
常
の

か
が
や
き
を
認
め
励
ま
す
教

育
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
に
と
っ
て
安
全

安
心
な
学
校
で
あ
る
た
め

に
、
教
職
員
が
け
が
や
病
気

に
対
処
す
る
力
を
高
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。平
成
21

年
度
か
ら
小
笠
地
区
養
護

教
諭
研
究
会
で
取
り
組
ん

だ
、
危
機
管
理
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
研
修
を
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。本
校

で
は
、
掛
川
消
防
署
と
連
携

し
て
、
事
前
に
想
定
場
面
や

シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
協
議

し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

後
に
署
員
の
方
々
か
ら
ご

指
導
を
い
た
だ
く
形
を

と
っ
て
い
ま
す
。

　研
修
後
、
教
職
員
は
「
担

架
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
あ
る
場
所

を
確
認
し
な
く
て
は
い
け

な
い
」「
学
級
担
任
と
し
て

現
場
か
ら
ど
の
よ
う
に
連

絡
す
る
か
考
え
な
く
て
は

い
け
な
い
」
と
い
う
感
想
を

持
ち
、
実
践
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

　欠
席
率
か
ら
み
る
と
元

気
に
登
校
で
き
て
い
る
子

ど
も
た
ち
で
す
が
、
そ
の
一

方
で
不
登
校
傾
向
や
生
活

リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
い
る
子

ど
も
が
い
ま
す
。養
護
教
諭

は
、
保
健
室
を
訪
れ
る
子
ど

も
が
ど
ん
な
心
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ

の
子
ど
も
を
ど
の
よ
う
に

教
室
に
つ
な
げ
て
い
く
か

を
、
子
ど
も
に
声
を
か
け
、

関
わ
り
、
寄
り
添
い
考
え
て

い
ま
す
。始
め
の
う
ち
は
、

何
も
話
さ
な
か
っ
た
り
、

「
大
丈
夫
で
す
」
と
言
う
だ

け
だ
っ
た
り
す
る
子
ど
も

が
、「
と
て
も
言
い
に
く
い

こ
と
だ
け
ど
」「
ね
え
、
先

生
」
と
段
々
と
胸
の
内
を
話

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、

対
話
が
始
ま
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　心
の
問
題
の
早
期
発
見

の
た
め
に
、
朝
の
校
内
巡
視

を
始
業
前
に
行
い
、
登
校
を

渋
る
児
童
や
保
護
者
の
対

応
に
当
た
り
、
教
室
に
向
か

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支

援
を
し
て
い
ま
す
。朝
の
健

康
観
察
カ
ー
ド
の
集
約
を

級
外
職
員
が
分
担
し
て

行
っ
て
い
る
こ
と
が
、
体
や

心
の
問
題
を
校
内
で
共
通

理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　け
が
や
病
気
に
対
処
す

る
こ
と
と
同
様
に
、
小
笠
地

区
保
健
研
究
部
で
は
、
心
の

問
題
へ
の
気
付
き
と
組
織
に

つ
な
ぐ
支
援
に
つ
い
て
学
ぶ

機
会
を
作
り
ま
し
た
。保
健

室
と
教
室
で
の
子
ど
も
た
ち

の
表
れ
の
両
面
を
知
り
、
養

護
教
諭
の
気
付
き
を
生
か

し
、
教
室
へ
つ
な
ぐ
保
健
室

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　毎
月
19
日
の
健
康
食
育

の
日
に
、
早
寝
早
起
き
朝
ご

は
ん
で
授
業
に
集
中
す
る
こ

と
を
目
標
に
、
元
気
カ
ー
ド

に
よ
り
就
寝
時
刻
や
朝
ご

は
ん
の
振
り
返
り
を
し
て
い

ま
す
。早
寝
早
起
き
朝
ご
は

ん
が
、
文
部
科
学
省
の
学
力

向
上
の
施
策
で
あ
る
こ
と
を

受
け
て
、
校
内
に
そ
の
習
慣

が
広
が
る
よ
う
に
体
つ
く
り

部
で
提
案
し
ま
し
た
。ス

タ
ー
ト
の
４
月
に
は
、
気
持

ち
の
良
い
朝
の
目
覚
め
の
た

め
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
こ

と
を
話
し
合
う
機
会
を
作

り
、
生
活
リ
ズ
ム
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　心
の
健
康
は
、
体
の
健
康

と
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。早

寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
で
生
活

リ
ズ
ム
を
整
え
て
健
全
な
脳

の
発
達
を
促
し
、
授
業
に
集

中
し
学
力
体
力
増
進
の
基

盤
と
な
っ
て
い
く
よ
う
に
元

気
カ
ー
ド
を
通
じ
て
、
子
ど

も
た
ち
や
家
庭
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
題
解
決
の
た
め
に
、

他
者
と
協
働
す
る
児
童
の

育
成
を
目
指
し
て

掛
川
市
立
土
方
小
学
校

　
教
諭

　太田 

浩
徳

実践NOTE実践NOTE 419

子
ど
も
た
ち
の

か
が
や
き
の
た
め
に

〜
養
護
教
諭
の
取
り
組
み
〜

掛
川
市
立
城
北
小
学
校

　
養
護
教
諭

　桐下 

直
子

実践NOTE実践NOTE 420

授業中の筆者

何度も何度も演技構成を練り直す他班の提案をランキングするためにも合意が必要

区長さんの話からさらに見方が広がる

仲
が
良
い
か
ら
こ
そ

協
働
の
学
び
を

仕
掛
け
る
た
め
に

合
意
形
成
す
る

体
験
を
増
や
す

多
様
な
意
見
か
ら
選
択・

判
断
す
る
機
会
を
増
や
す

お
わ
り
に

教
職
員
が
、け
が
や

病
気
に
対
処
す
る
力
を

高
め
る
危
機
管
理

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
修

早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん

で
授
業
に
集
中

消防署と連携したシミュレーション研修

保健室で過ごす子どもが作った桜の掲示

4年保健学習「育ちゆく体とわたし」早寝早起き朝ごはんをふりかえる元気カード

教
職
員
と
連
携
し

教
室
へ
つ
な
ぐ
保
健
室

速
度
超
過
も

懲
戒

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

だ
よ
り

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

だ
よ
り

　皆
さ
ん
は「
交
通
三
悪
」

を
ご
存
知
で
す
か
。三
悪
と

は
、重
大
な
事
故
に
つ
な
が

る
危
険
の
高
い
「
飲
酒
運

転
・
無
免
許
運
転
・
著
し

い
速
度
超
過
」の
３
つ
を
言

い
、こ
れ
ら
は
自
ら
の
意
思

で
必
ず
防
止
で
き
る
も
の

で
す
。

　飲
酒
運
転
と
無
免
許
運

転
は
、各
所
属
で
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
い
、意
識

も
高
ま
っ
て
い
る
と
は
思

い
ま
す
が
、「
著
し
い
速
度

超
過
」に
つ
い
て
の
意
識
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。著
し
い

速
度
超
過
と
は
一
般
道
で

は
30
キ
ロ
以
上（
高
速
で
は

40
キ
ロ
以
上
）の
速
度
超
過

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　県
教
育
委
員
会
で
は
、

あ
お
り
運
転
や
危
険
運
転

が
社
会
問
題
化
す
る
昨

今
、交
通
マ
ナ
ー
に
対
す
る

世
間
の
厳
し
い
目
を
踏
ま

え
、本
年
度
か
ら
著
し
い
速

度
超
過
を
行
っ
た
教
職
員

に
対
し
て
は
、原
則
と
し
て

「
戒
告
」
以
上
の
懲
戒
処
分

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
昨
年
度
末
に
も
各
所
属

に
連
絡
済
み
で
す
。）

　ぜ
ひ
、
自

分
の
心
で

し
っ
か
り
と

ブ
レ
ー
キ
を

か
け
て
く
だ

さ
い
。

【
教
育
総
務
課
】

vol.17

５月31日は「世界禁煙デー」です。たばこの煙にさらされることのない社会を目指した対策が進められています。禁煙外来で禁煙に成功した人も増えています。
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幼稚園、小・中学校、高等学校でも個に応じた指導が求められている今、
特別支援教育について学んでみませんか？

幼稚園、小・中学校、高等学校でも個に応じた指導が求められている今、
特別支援教育について学んでみませんか？

「県議会高校出前講座」～高校生が県議会議員に政策提案！～「県議会高校出前講座」～高校生が県議会議員に政策提案！～

～キャリア教育・国際理解教育の推進、異業種・異校種交流に～
「日中青年代表交流2019」の参加者募集！

記事訂正の
お知らせ

（210号３面）

参加者募集中 !!参加者募集中 !!

（4）Eジャーナルしずおか 令和元年（2019年）5月8日（水曜日）　　　第211号

　県議会では、18 歳選挙権への移行を踏まえ、若者の政治への関心を高め、県議会を身近に感じてもらうため、県議会議員が高校に出向いて生徒と
意見交換を行う「県議会高校出前講座」を実施しています。平成 30 年度は県立学校５校、私立学校２校の計７校で実施しました。「静岡県をどのよ
うな県にしたいか」などのテーマや身近な話題などについて、生徒たち６～10人のグループに県議会議員が一人ずつ加わり、盛んな意見交換が行われ、
実施校からは好評をいただきました。授業やＬＨＲなどを利用して、実施についてぜひご検討ください。

「
静
岡
県
の
教
育
委
員
さ
ん
を
知
ろ
う
！
」
の

記
事
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

誤

　伊藤

　幸宏

　委員

正

　伊東

　幸宏

　委員

　出前講座実施後のアンケートで
は、多くの生徒が、「議会や議員を
身近に感じることができた」と答え
ています。
【生徒からの感想】
・議員に自分の意見をしっかり言え

てよかった。
・生徒一人一人が会話に参加してと

ても充実した話し合いができた。
・議員から、自分では思いつかない

ような考えを聞くことができ、と
ても参考になった。

県教育委員会では、中国浙江省と青年の相互交流事業を行っていま
す。多様な経験（中国企業や学校の視察、ホームステイ等）を通じて、
自分の世界観や交友関係を広げてみませんか。
□概　　要

□対　　象 中国との交流に関心のある、県内在住または通勤・通学
 している20代～ 40代までの方
□定　　員 30人
□費　　用 15万円（教職員の方は、上限７万５千円の助成を受けられます。）
□申込締切 2019年６月５日（水）
□申　　込 社会教育課 　     054（221）3312

自然生活体験活動
雄大な自然に囲まれた県立青少年教育施設に宿泊し、仲間と共に様々な自然生
活体験活動に参加してみませんか。
□募 集 期 間　2019年4月15日（月）～5月31日（金）必着
□資 料 配 布　各学校、社会教育課（HP→静岡県 自然生活体験事業で検索）

□対 　 　 　 象　小・中学生　
□費 　 　 　 用　約２～４万円（対象、費用は施設によって異なります）
□申 　 　 　 込　申込書を各施設へ郵送してください。（抽選）　
□問い合わせ先　社会教育課 　     054（221）3305　     054（221）3362

県議会ホームページでは出前講座の様子を動画で紹介していますのでぜひご覧ください。
また、今年度の実施校募集については、お気軽に下記までお問合せください。
議会事務局政策調査課   　    054-221-2564
         gikai_chousa@pref.shizuoka.lg.jp  　　  https://www.pref.shizuoka.jp/gikai/osirase/topics/koukoudemae.html

今年度は、
４つの研修を
リニューアル

本交流に参加した県所管公立学校教員は、中堅教諭等資質向上研修の 
「社会体験研修｣ を実施したものとみなされます。

充実の研修ラインナップで、特別支援の指導のヒントがきっと見付かります！！ 【特別支援課】

発達障害を含む各障害種に対応した講義・演習を用意。
研修したい障害種のグループで学べます !!

子どもの実態を捉え、課題を抽出する過程を学びます。
幼小中高の先生方にもお勧めの内容です！！

みんなが「分かる！！」、みんなが「できる！！」生活づくり、授
業づくりの手掛かりがきっと見つかります！！

知的と準ずる教育課程の２コースを設定。新学習指導要領に対応した内
容です。もちろん特別支援学級の先生方にもお勧めです !!

通常学級における発達障害の理解と支援
発達障害のある子どもの特性の理解とその支援につい
て具体的な方法を学べます !!

領域・教科を合わせた指導　基礎基本
「各教科等を合わせた指導ってどうしたらいいの？」という疑
問に応えます！！

総合教育センター
Angle

交　　流
 浙江省交流（浙江省、上海市を訪問）８月７日～14日

 静岡県交流（県内で浙江省の青年を受入）11月を予定
セミナー 第１回（６月29日(土)）～12月の土曜日、計４回

New!New!

New!New!

New!New!

New!New!

自立活動の指導の実際　基礎基本

ユニバーサルデザインの考え方を生かした授業

子供のアセスメントと個別の指導計画

特別支援学校における教科指導　基礎基本

Eジャーナルしずおかは46,000部発行　市町教委等のご協力により、静岡県の全ての公立学校等教職員
一人一人に配布されています。  図書館や公民館等にも配架され、どなたでもご覧いただけます。

次回（第212号）の発行は、6月5日（水曜日）です。 

活動名称
朝霧高原サマー
キャンプ

8月5日（月）～
13日（火）

県立朝霧野外活動センター　☎0544（52）0321
〒418-0101　富士宮市根原142人

チャレンジスクール
2019夏

8月6日（火）～
11日（日）

県立焼津青少年の家　☎054（624）4675
〒425-0041　焼津市石津2259-408

70人
程度

冒険王国in観音山 8月6日（火）～
10日（土）

県立観音山少年自然の家　☎053（545）0111
〒431-2201　浜松市北区引佐町東久留女木字観音山80人

浜名湖いきいき
発見の里

8月7日（水）～
12日（月・祝）

県立三ケ日青年の家　☎053（526）7156
〒431-1402　浜松市北区三ヶ日町都筑523-180人

開催日 定員 会場・申込・問い合わせ

〔6月26日㈬〕

〔8月6日㈫〕

〔7月24日㈬〕

〔8月23日㈮〕

〔8月21日㈬〕

〔8月27日㈫〕

メール HP
TEL

TEL FAX

TEL

211EジャーナルEジャーナルしずおか

教職員の主体的取組・
校長のリーダーシップによる組織的改善

Point

Point

静岡県の学校を夢いっぱいの学校にするために静岡県の学校を夢いっぱいの学校にするために

～「学校における業務改革プラン」に基づく取り組みの推進について～～「学校における業務改革プラン」に基づく取り組みの推進について～
身近なところから皆で業務改善を進めてみましょう！身近なところから皆で業務改善を進めてみましょう！

学校の業務改善の推進イメージ学校の業務改善の推進イメージ

一人一人が業務改善を進める上でのポイントは？一人一人が業務改善を進める上でのポイントは？

校内での協議は、どのような内容で行えば良いの？校内での協議は、どのような内容で行えば良いの？

教育委員会も共に取り組みます！教育委員会も共に取り組みます！

（1） Eジャーナルしずおか

自立し、互いに関わり合いながら、よりよい社会づくりに参画し行動する「有徳の人」の育成を目指して

静岡県教育委員会
教育広報紙

令和元年（2019年）

第211号

5月8日
水曜日

発行・編集  教育政策課  〒420-8601 静岡市葵区追手町9番6号  TEL 054-221-3674  FAX 054-221-3561   E-mail  kyoui_seisaku@pref.shizuoka.lg.jp

令和元年（2019年）5月8日（水曜日）　　　第211号

　静岡県の学校を夢いっぱいの学校にするためには、毎日、児童生徒と向き合う教職員の皆さんが心身ともに元気で、魅力あふれる存在であるこ
とが重要です。そこで、教職員の皆さんが児童生徒と向き合う時間を確保し、心身の健康を保持増進していくことを目指して、「学校における業務
改革プラン」を策定しました。

　学校における業務改善は、一人一人の教職員と、組織として
の学校、それを支援する教育委員会が一丸となり、地域・家庭、
関係機関等とも連携・協働しながら進めていくことが大切です！

　「児童生徒のため」「教職員自身のため」になる働き方や就業
環境について皆で一緒に考えていきましょう。

　教職員は、学校の実情や課題等を踏まえ、皆で議論を行いな
がら身近なところから改善を進めます。

　校長は、教職員の業務改善提案等を受け、自らのリーダーシッ
プに基づく組織的な改善を進めます。

　教育委員会は、各学校や教職員自身が行う学校の業務改善を
支援するさまざまな取り組みを行います。

☆日々の多忙な業務の中で、現状を一度に改善することはできません。
　身の回りの小さな取り組みを積み重ね、大きな改善へとつなげていきましょう！
☆取り組みを進めるに当たっては、業務改善提案等について、校内で管理職と
　協議する場を設けるなど、皆で話し合い、納得した上で進めていきましょう！

校内での協議の内容や進め方についても、各学校の実情や課題等を踏まえ、皆で話し合って決めていきましょう！
なお、協議内容の例としては、次のようなものが考えられます。

（参考：協議内容例）
●学校における業務改善の目的を考えてみましょう。
　・児童生徒と向き合う時間を生み出し「教育の質の向上」につながる
　・自己研鑽の時間や心身の健康をキープするための余裕の確保につながる　など
●あなたの学校での業務で、削減や縮小、簡略化できるものは何でしょうか。
●学校の業務改善に関するチェックシートを使って自身の取り組みを振り返ってみましょう。

学校の業務改善に向けて、教育委員会でも、学校で業務改善を進める皆さんからの声をしっかりと聴
いて、必要な取り組みを推進していくとともに、教職員の役割や勤務環境の現状を地域・保護者の
方々や国等の関係機関に伝え、学校の負担を軽減するバッファ（緩衝）となる役目を担っていきます。
■人的資源の配置・活用
○教職員定数の改善等の必要な条件整備に係る国への働きかけ
○スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、部活動支援のための指導者、ＩＣＴ支援員等
　外部人材の配置
■教職員の働き方の見直し
○心の健康づくり計画等に基づくキャリアステージ別健康教育の実施
○医師・保健師等の派遣による学校の健康づくりに関する取り組みの支援
■地域・家庭、関係機関等との連携・協働
○コミュニティ・スクールの導入に向けた支援
○地域学校協働活動の推進（地域コーディネーターの配置等）による地域と学校の連携・協働への支援

学校における業務改革プラン、保護者向けリーフレットは静岡県のホームページからダウンロードできます。

教職員 学校（校長）

身の回りの
業務改善

学校レベルの
組織的改善

国・関係機関と学校間の連絡・調整
学校の業務改善の支援

地域・家庭

県教育委員会（市町教育委員会）

国（文部科学省等） 関係機関

円卓型ホワイトボードを活用した教職員同士の協議の様子

（プラン25ページに掲載）

【教育政策課】検索静岡県　業務改革プラン
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